
令和８年度 市立札幌山の手支援学校高等部 入学者募集要領 

 

１　募集人員 

全日制課程　普通科 11名 (内訳　普通学級８名 　重複障がい学級３名) 

 

　２　修業年限 

　　 ３年 

 

　３　出願資格 

　 本校高等部へ出願資格のある者は、病弱であり、かつ、次の(1)から(3)に該当する者とす 

  る。 

また、普通科重複障がい学級への出願は、(1)から(3)に加えて、(4)に該当する者とする。 

なお、出願できるのは普通科普通学級と普通科重複障がい学級のどちらか一方のみとする。 

　 (1)　「令和８年度札幌市立特別支援学校高等部生徒募集要項」における「３ 出願資格」に該当 

　     する者。 

 (2)　病弱及び身体虚弱の状態が学校教育法施行令第22条の３＊)に規定する程度の者（神経筋／ 

　　　成育センターの対象である者を除く）。 

 (3)　次のいずれかに該当する者 

 ア  独立行政法人国立病院機構北海道医療センターに入院を許可された者 

 イ　自宅通学が可能である者 

 (4)　普通科重複障がい学級への出願は、病弱であることに加え、学校教育法施行令第22条の３*) 

    に規定する程度の他の障がいを併せ有する者。 

 

　４　出願の受付 
 (1)　出願期間 

　     令和８年（2026年）１月７日（水）から令和８年（2026年）１月21日（水）正午まで。 

　     ※土曜日、日曜日、及び祝日を除く。 

　 (2)　受付時間 

　     ９時00分から16時30分までとする。ただし、令和８年（2026年）１月21日（水）は 

     正午まで。 

　 (3)　その他 

　　　　出願者は、事前に市立札幌山の手支援学校高等部へ連絡の上、必ず教育相談を受けるこ 

　　　と。　 

　　 

５　出願手続 
   (1)　出願の手続 

下記アからウの書類に所定事項を記入のうえ、現に在学している、又は卒業した学校(以

下、「在学校等の校長」という)の校長を経由して、市立札幌山の手支援学校長に提出するこ

と（一般書留、簡易書留又はレターパックプラスにより郵送もしくは持参）。ただし、令和８

年（2026年）３月31日に満18歳以上の者(平成20年４月１日以前に出生した者。以下「成人」

という。)が出願する場合は、直接、市立札幌山の手支援学校長に提出すること。 

なお、出願に必要な書類は、市立札幌山の手支援学校のウェブページからダウンロード

し、Ａ４用紙に印刷すること。 

   ア　入学願書 

市立札幌山の手支援学校所定のもの 

写　　真　令和７年（2025年）10月１日以降に上半身を正面から撮影した写真（縦７　

　　　㎝・横５㎝）を入学願書の所定の欄に貼り付けること。電子データ貼付可。 

イ  個人調査書 

普通学級への出願は道内の公立高等学校入学者選抜で使用する様式、重複障がい学級へ

　　　　　の出願は市立札幌山の手支援学校所定の様式をウェブページからダウンロードするこ　

　　　　　と。　　 

ウ　その他の書類　　 



　　　　〇  特別な措置が必要な出願者は、市立札幌山の手支援学校所定の特別措置申請書 

　　　　〇  卒業証明書又は卒業証書の写し（成人の出願者のみ） 

　 (2)  在学校等の校長の手続 

　　　　在学校等の校長は、出願期間の令和８年（2026年）１月７日(水)から令和８年（2026年） 

　　　１月21日(水)正午までに、出願者から提出された(1)の書類を市立札幌山の手支援学校長に送 

　　　付すること。ただし、成人の出願者については、個人調査書の送付を要しない。 

 (3)　受検票の交付 

　　　　入学願書受付後、令和８年（2026年）１月22日（木）に郵便にて発送し、在学校等の校長

　　　を経由して出願者に交付する。 

 

６　検査会場の公開 

　　  令和８年度入学者選考においては、検査会場の公開を行わない。 

 

７　検査の実施 

　(1)　検査内容 

　　　【普通科普通学級】 

　　　　ア　学力検査 

　　　　　　国語、数学、社会、理科、英語（聞き取りテストは実施しない）の５教科 

　　　　　　※学力検査問題は、本校独自のものとし、配点は、各教科とも60点とする。 

　　 　 イ　面接 

出願者全員に個人面接を行う。 

ウ　検査時間 

検査時間は次のとおりとする。 

 

8:30～ 

8:45 

9:00～ 

9:30 

9:40～ 

10:10 

10:20～ 

10:50 

11:00～ 

11:30 

11:40～ 

12:10 

12:20～ 

12:30 

受付 
国語 

(30分) 

数学 

(30分) 

社会 

(30分) 

理科 

(30分) 

英語 

(30分) 

生徒面接 

(10分) 

※保護者との面談は、9時00分から実施する（面談内容は入学後の配慮事項等）。 

 

【普通科重複障がい学級】 

　　　　ア　学習状況検査及び面接 

　　　　イ　検査時間 

13:00～ 

13:15 
13:30～14:00 14:10～14:40 14:50～15:20 

受付 学習状況検査及び面接 学習状況検査及び面接 学習状況検査及び面接 

※保護者との面談は、13時30分から実施する（面談内容は入学後の配慮事項等）。 

　　　　　　    検査は13時30分からとし、検査時間の指定については、後日、在学校等の校長 

を通じて連絡する。 

(2)　検査期日 

　     普通学級及び重複障がい学級の検査実施日は、令和８年（2026年）１月30日（金）とする。 

　(3)　検査会場 

　     市立札幌山の手支援学校　２階検査室 

(4)　受検者の持参すべきもの 

　　　 ア　受検票 

　　　 イ　鉛筆（シャープペンシルを含む）、消しゴムなど筆記用具（コンパス、定規は使用しな 

　　　　　い）、鉛筆削り 

　　　　　なお、計算機（時計型、ペンシル型を含む）、携帯電話（スマートフォンを含む）、辞 

　　　　  書機能付時計、ウェアラブル端末（スマートウォッチを含む）等、検査の公正を損なう 

　　　　　おそれのあるものの持ち込みは認めない。 



　　　 ウ　上履き 

 

　８　合格発表 
令和８年（2026年）２月12日（木）10時00分に合格者の受検番号を市立札幌山の手支援学 

校ウェブページに掲載するとともに、在学校等の校長及び合格者本人に封書で通知する。 

 

　９　入学意思の確認 

　(1)　在学校等の校長は、合格者に対し、令和８年（2026年）２月12日（木）15時30分までに確実 

　　　な方法により入学意思の有無を確認すること。 

　(2)　在学校等の校長は、令和８年（2026年）２月13日（金）９時30分までに、入学意思のないこ 

　   とが確認された合格者の氏名を市立札幌山の手支援学校長に報告すること（あらかじめ電話 

　　 等により通知しておくこと）。 

 

　10　合格者の追加 

　　 追加した合格者の発表は、令和８年（2026年）２月16日（月）９時30分から16時30分ま 

でにその合格者の在学校等の校長及び当該合格者に対して合格の通知を行う。 

 

　11　第２次募集 
  (1)　第２次募集を行う場合 

　　　 ア　合格者の数が募集人員に満たないとき。 

　　　 イ　合格者のうち入学意思のない者等が出たため、合格者の追加を行ってもなお、入学予定 

　　　　 者の数が募集人員に満たないとき。 

　(2)  募集人員の発表    

　     令和８年（2026年）２月17日(火) 

　(3)　出願資格 

　     出願資格は、「３ 出願資格」と同様とする。 

　(4)　出願の受付 

　　　 ア　出願期間　　 

令和８年（2026年）２月17日(火)から令和８年（2026年）２月25日（水）正午まで 

（土曜日、日曜日及び祝日を除く）。 

　　　 イ　受付時間 

　　　　　 ９時00分から16時30分まで。ただし、令和８年（2026年）２月25日（水）は正午まで。 

　(5)　検査期日 

　　　 令和８年（2026年）３月10日（火） 

　(6)　合格発表 

　     令和８年（2026年）３月16日（月）10時00分に合格者の受検番号を市立札幌山の手支援学校 

     ウェブページに掲載するとともに、在学校等の校長及び合格者本人に封書で通知する。 

 

　12　選考検査の結果の情報提供 
市立札幌山の手支援学校長は、受検者又はその保護者の求めに応じて、選考検査の結果を情 

　　 報提供できる。 

(1)  情報提供対象者 

     受検者本人又はその代理人（法定代理人又は任意代理人）（以下「受検者等」という。） 

   とする。 

 (2)  情報提供場所 

      市立札幌山の手支援学校 

　(3)  情報提供の方法 

　　  ア　情報提供を希望する受検者等は、市立札幌山の手支援学校に口頭で申し出る。 

　　  イ　事前に協議をし、情報提供の日時を定め、市立札幌山の手支援学校にて情報提供を行 

　　　　う。 

(4)  情報提供の期間 

　    令和８年(2026年)２月13日（金）から令和13年(2031年)３月31日(月)までとする。 



(5)  情報提供の集中受付期間 

     (4)に定める期間のうち、次の期間を集中受付期間とする。 
 

 

 

 

 

　(6)　留意事項 

　　　ア　受検票、身分証明書等により、受検者本人であることを確認すること。 

　　　イ　受検者本人の法定代理人又は任意代理人が求める場合、個人情報の保護に関する法律施行

令（平成15年政令第507号）第22条第３項に掲げる書類（戸籍謄本、委任状その他その資格

を証明する書類）により確認すること。また、運転免許証等の本人確認書類により、代理

人本人であることを確認すること。 

　　　ウ　受検者等が集中受付期間外に情報提供を求める場合は、事前に市立札幌山の手支援学校 

に連絡し、情報提供を受ける日程等を決定すること。 

 

　13　出願先及び問合せ先 

　　　市立札幌山の手支援学校　高等部 

　　　 〒063-0005　札幌市西区山の手５条８丁目１番38号　　TEL （011）611-7934 

 
＊) 学校教育法施行令第22条の３ 

法第75条の政令で定める視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由者又は病弱者の障害の程度は、次の表に掲げるとおり

とする。 

区　分 障　害　の　程　度 

視覚障害者 
　両眼の視力がおおむね0.3未満のもの又は視力以外の視機能障害が高度のもののうち、拡大鏡等の使用によっても

通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度のもの 

聴覚障害者 
　両耳の聴力レベルがおおむね60デシベル以上のもののうち、補聴器等の使用によっても通常の話声を解すること

が不可能又は著しく困難な程度のもの 

知的障害者 
１　知的発達の遅滞があり、他人との意思疎通が困難で日常生活を営むのに頻繁に援助を必要とする程度のもの 

２　知的発達の遅滞の程度が前号に掲げる程度に達しないもののうち、社会生活への適応が著しく困難なもの 

肢体不自由者 

１　肢体不自由の状態が補装具の使用によっても歩行、筆記等日常生活における基本的な動作が不可能又は困難な 

程度のもの 

２　肢体不自由の状態が前号に掲げる程度に達しないもののうち、常時の医学的観察指導を必要とする程度のもの 

病弱者 

１　慢性の呼吸器疾患、腎臓疾患及び神経疾患、悪性新生物その他の疾患の状態が継続して医療又は生活規制を必 

要とする程度のもの 

２　身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度のもの 

備   考　　  １　視力の測定は、万国式試視力表によるものとし、屈折異常があるものについては、矯正視力によって測定する。 

２　聴力の測定は、日本工業規格によるオージオメータによる 

集中受付期間 受付時間 

令和８年（2026年）２月13日(金) 

　　　　　　～令和８年（2026年）３月26日(木) 

（土曜日、日曜日及び祝日を除く。） 

９:00～15:00 


